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研究の概要
現在、インターネットなど電子メディアの発達

によって、文化や情報の地域や国境を越えた

流動や混淆（いわゆるトランスカルチャー的状

況）が顕著となっている。この状況は、私たち

の顔や身体をめぐる経験にも大きな影響を及ぼ

している。例えば、私たちは今や電子メディア

等を通じて、これまでの社会にみられることの

ない規模で、あらゆる／たくさんの顔（や身体）

のイメージにさらされるようになっている。その

結果として、顔（や身体）に関する解釈や価

値づけ、美意識等に関するグローバルな規模

での標準化・画一化の圧力に晒されている。

にもかかわらず、他方ではイスラーム圏におけ

るヴェールによる顔の隠蔽やバリ島における仮

面芸能の持続などに代表されるように、ローカ

ルな文化や個別の文脈ごとの顔や身体に関す

る独自の意味づけや実践なども逆に重要性を

増しつつあるようにも見える。本研究では、以

上のような状況認識を前提としながら、フィー

ルドワークを含む文化人類学の手法を駆使する

ことで、イスラーム圏やヒンドゥー文化圏等を

含むアジア域内の異なる文化圏や地域の実際

の生活現場における顔や身体的表現や実践を

めぐる差異（と共通性）に関して具体的に比

較検討することを目的としている。

手法と対象
本研究班は、人類学的フィールドワークを含む

フィールドサイエンスの研究手法を駆使し、顔と

身体表現について、現場の文脈に即した調査

研究を行う。顔や関係する身体表現に関して、

イスラーム圏を含むアジア（東・東南アジア）

域内における異なる文化・社会的文脈に応じた

比較研究を遂行する。狭義の顔はもちろん、顔

を含む各種の身体的表現、衣服、装飾、仮面、

ヴェール・スカーフ、あるいはフェイスブックを

はじめとするインターネットを含むメディア上の顔

や身体に関わる表象・表現などに関して調査研

究を実施し、地域や文化ごとの差異と共通性を

析出する。
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研究の概要
東洋(東アジア)対西洋 (北米・西欧)という対比

により、文化心理学はその理論を高度に発展させ

てきた。しかし世界規模で文化・地域を見渡したと

き、東洋と西洋の文化環境には共通点も多く、文

化の多様性のごく限られた範囲のみを取り扱ってい

るという限界もある。また現代では交通手段と

ICT 環境の発展により、対面、オンライン問わず、

東洋西洋圏を越えてグローバル規模の人的交流が

急速に増えている。文化の多様性をグローバル規

模で理解して、そして現代のトランスカルチャー状

況に貢献するために、東洋西洋圏を越えた多文化

比較研究が必要である。

手法と対象
本計画班では、実験研究を専門とする心理学者

とフィールドワークを専門とする霊長類学者、人

類学者らのコラボレーションにより、フィールド

の中に持ち運び可能な心理実験システムを構築

する。 顔や身体表現からどのように感情を認識

するのか、顔や身体表現によりどのように感情

を表出するのか、という感情認識と表出の顔身

体学を主な研究ドメインとして、東アジア・東南

アジア、東西アフリカ、南米、西欧、北米など

世界中のフィールドで再現・定量可能な実験を

実施する。以上のフィールド実験を土台に、定

量的検証と人類学的解釈を積み重ねて、コミュ

ニケーションの中での顔と身体表現の役割・機

能・利用形態の通文化性と文化依存性につい

て解明する。
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